











































































































































































































































































































その他 です（22）かもしれません（1）であります（1）これは（1）だ（1） 26 52
中国語母語話者の終助詞「よ」の運用に関する問題点
　この設問で、「ね」を用いた回答者が両グループ合わせて、13名もいる。ここで「ね」
を用いると、聞き手に確認することになり中国語の文意とあわない。また、グループ」で
「よ」を使用した回答者が32名（64％）いたのに対し、グループCでは17名（34％）だっ
た。「よ」を使用した回答と、言い切りの形とに大きな違いは感じられないが、「よ」を用
いたものには、発話内容が聞き手にとって大切な内容であり認識して欲しいといった態度
がうかがえる。待遇上配慮が必要な相手には「新しくできた図書館です」と言い切りの形
でも問題ない。しかし、言い切りの形は、時として会話の発展を妨げるような感じを与え
ることもあるのではないかと考える。
次に【設問B3一（B2）】の回答について考察していく。
【設問B3】
A：遠本鵠真有意思。　　　　A　この本、本当におもしろい
B：是咽。奥縞看了好几次。　B　そうだ　　　。何度も　　B3－B2
o
0
【表3　B3一（B2）の解答と人数】
〈グループJの解答〉 被調査総数50名
解　答 人数
?
? 読んだね（2）読みましたね（2）見ましたね（1）見たね（1）
ｩられましたね（1）
7 14
? 読みましたよ（1）読んだよ（よんだよ）（21）見たよ（5）
ｩたんだよ（1）見つたよ（1）読んだのよ（1）読んだんだよ（1）
31 62
その他 読みました（3）見た（みた）（2）読んだことがある（1）見てた（1）
ｩたことがあります（1）読んだ（1）読んでいた（1）読んでみた（1）
ﾇんでしまった（1）
12 24
〈グループCの回答〉 被調査総数50名
解　答 人数
?
? 見たことがありますね（1）見たんですね（1）見ましたね（1）
ｩましたよね（1）見たよね（1）
5 10
? 読みましたよ（7）読んだよ（7）見たよ（4）見つたよ（1）
ｩた事があるよ（1）見ましたよ（1）読んでいたよ（1）
ﾇむことがあるよ（1）
23 46
その他 読みました（8）見ました（3）読んだ（2）見た（1）見てきました（1）
ｩたことがあります（1）読むことがありました（1）読んだの（1）
ﾇんだんだ（1）読んでいました（1）読んでだ（1）私も見ました（1）
22 44
　この設問の解答としては、新情報を認識してもらう文意を表すのが適当と考えられるが、
「ね」や「よね」を用いて、自分の行った行為を相手に確認してしまっている誤りがグル
ープJで7名、グループCでも5名に見られた。また、ここでも【B1一（B）】と同様、
言い切りの形を用いたものは、グループCの回答者に多い。終助詞が用いられずとも、丁
寧体を用いれば、「聞き手目当て」であるということは認識できる。しかし、Aの認識を指
示するような発言に、「よ」を用いないことで、聞き手の耳に入れようという積極的姿勢が
感じられない。かえってぎごちない発話になり、談話を作っていく意図が弱くなっている。
上級レベルなら、応答ペアのレベルというミクロ的な視点だけでなく、談話構成へと発展
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させるマクロ的視点からの指導も必要になってくるのではないか。グループJにおいては、
学習環境から、自然習得が進んだことも推測できる。一方、中国で学習するグループCの
運用に問題がある要因の一つとしては、教科書が考えられるであろう。次章では、中国で
使用されている教科書が終助詞「よ」をどのように提出しているかを分析する。
6．中国の日本語初級教科書における「よ」の提出について
6．1中国で出版された教科書における「よ」の解説
次に、教育現場で終助詞「よ」がどのように提出されているかを知るため、中国で出版
されている初級日本語教科書の文法解説を観察する。
●『新編日語1』（1993）上海外語教育出版社
　高等教育機関で用いられる教科書で20課の構成である。
『新編日計1』　第9課（p．ユ62）
八．終門司「よ」表示加ヨ郵吾『（＊終助詞「よ」は語気を強める）
○わたしですよ。
葵助洞　「よ」面恥句末加強句肉的活航，表示主張，町嘱，或喚起対方注意。
（＊「よ」は文末につき文の語気を強める。主張や言い含め、相手への注意喚起を表す）
○わたしは行きませんよ。
○李さん、友達が来ましたよ。
（＊は、中国語に対応する（）内の文が筆者の訳であることを示す。以下、同様。）
●『大学日語予備級　1』（1995）高等教育出版社
『大学日語予備級』は、高等教育機関で使用される教科書『大学日語』を学ぶ前の、初
級段階に用いられる教科書である。『大学国語　予備罪1』は、12課からなる。
『大学日語　予備級1』第3課（p．47）
2、培代早藤　よ（＊語気助詞　よ）
　接画期子末尾，用来表示三尉人的強烈的主張或提醒所活入注意的活気。
（＊文末につき、話し手の強い主張や聞き手への注意喚起の語気を表すときに用いる）
①「李さんの専攻も日本語ですか。」「いいえ、英語ですよ。」
②「写真の人は誰ですか。」「ぼくですよ。」
③張さんのお兄さんは大学生ではありませんよ。もう先生ですよ。
④「これが王さんですか」「そうですよ。」
⑤公園は市内ですよ。
●r中日交流　標準日本語初級　自学教程　上』（1995）大連出版社
『中日交流　標準日本語』は、日本語を専門としない学習者が用いるものとしては、中国
国内で広く普及している教科書である。教科書本冊の説明はかなり少ないことから、ここ
では、その解説書である『中日交流　標準日本語初級　自学教程』をとりあげる。
中国語母語話者の終助詞「よ」の運用に関する問題点
『中日交流　標準日本語初級　自学教程　上』　第7課（p．102）
4～よ
“よ”是葵助洞，接在句末。“よ”有多稗用法。本深中的“よ”是用子加強一華，告械，提示或幼
誘等活代的。相当子双落的“肝”，“嘱”。使用吋，友音不能転置，否単比有強加干人的感覚。
（＊「よ」は終助詞で文末につく。「よ」はいくつもの用法がある。この課での「よ」は言い聞か
せたり、たしなめたり、助言やすすめなどの語気を強める。中国語の「冴」や「嘲」にあたる。発
音が低すぎると、おしつけがましい感じがする）
・お父さんは夕方6時ごろ帰りますよ。
・お母さんの誕生日は明日ですよ。
・映画はもうすぐはじまりますよ。
　以上のように、中国で出版されている教科書の中には様々な問題点がある。「よ」を「語
気助詞」として分類していたり、例文の提示が一文のみのものが多く、どのように運用す
べきなのかが分かりにくい。また、「意見の強調」や「強い主張」という自分の発話内容を
強調するという説明が多く、発話内容に対する記述が見られない。
6．2終助詞「よ」の提出に関する初級教科書への提言
　6．1のように、中国の教科書の問題点は、終助詞「よ」の運用に問題を生じさせる一因
となりうる。調査で判明した、問題点を踏まえた上で、教科書に以下の提言を行いたい。
　1．中国の教科書には、発話内容に関する記述が不足している。3章で示したように「よ」
　　は「聞き手」が知らないことについて用いるのが基本であることを理解させる。
　2．中国の教科書では「よ」の機能は、「強い主張」や「強調」といった記述が中心であ
　　るが、中国語では強い主張を表さない事実の描写でも、話者が聞き手の耳に入れる必
　　要があると感じたなら、「よ」を用いないと不自然になることを確認させる。
　3．教科書には「ロ阿」や「ロ巴」と「よ」は同じとの記述があるものがあるが、表現効果
　　の点で重なり合うと感じられるものの、基本的機能は同じではない。語気助詞は、話
　　者の情意により加えられることが多いのに対し、日本語では、発話時の状況をどのよ
　　うにとらえたかということが重要となる。また、「語気」は表される範囲が非常に広く、
　　「文への伝達態度」にとどまらない。「よ」を「語気助詞」と説明するのではなく、日
　本語の「終助詞」を訳文に用いる方が適当ではないか。
4．文法解説の例文の多くが一文のみで、応答ペアになっていない。どのような状況で
　　「よ」が用いられているのかがわかりにくい。話し手が発話時にどのような判断をした
　から「よ」が用いられたかという文脈を示す必要がある。初級段階では、発話時の状
　況判断が易しくなるような文脈を示す必要がある。具体的には、本稿で述べた、聞き
　手が話し手に命題の情報がないと判断する「注意喚起」、欄き手が話し手に命題の情報
　がないと知っている「認識要求」、さらに、聞き手の有する情報を修正させる命題を述
　べる「修正要求」の3つの観点から整理していくのも一つの手段となるのではないか。
5．「よ」を用いないことによるコミュニケーションの阻害についても、学習者に知らせ
　　る必要がある。「言い切り」の形を用いることで、時として会話を続行させるムードを
　遮断してしまう可能性があることを理解させる。このように、「よ」を用いる場合、用
　いない場合の効果を把握してこそ、運用能力が高まるのではないかと思う。
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7．まとめと今後の課題
　以上、中国語を母語とする日本語学習者の終助詞「よ」の運用に関する問題点を、中国
語の語気助詞との対照、および、中国で出版された教科書の解説から分析してきた。まず、
先行研究をもとに、「よ」の使用場面を分析し、話し手の発話時の状況判断という観点から、
誰が、誰に、何のために用いるのかという記述を行った。学習者に分かりやすい状況を示
すため、話し手の聞き手の認識状態に対する判断という視点から「注意喚起」、「認識要求」、
「修正要求」の3つに分類し整理した。運用力育成のためには、各用法の機能が意識でき
る場面で、表現効果を考えた会話練習が行われることが必要だと考える。中国語母語話者
にとって、話し手の判断の上に、「よ」が用いられていると整理することで、語気助詞とは
異なる終助詞の概念を形成していくことができるのではないか。
　次に、日本語の小説の会話文と中国語の訳文の対照を行ない、中国語では、終助詞「よ」
をどのように表現しているかを考察した。語気助詞を用いずに表現されたものが多いが、
「よ」の対訳に、似たような表現効果を持つ語気助詞が選ばれたものもあった。
　また、中国語を母語とする学習者の「よ」の運用に関する調査結果を分析した。話者の
気持ちを表す命題については、学習者は、「よ」の対訳に語気助詞を用いて、似たような表
現効果を表そうとした。しかし、「注意喚起」の用法では、中国で学習する者の多くが「よ」
を用いて解答することができなかった。「よ」は、中国の教科書が示す「文の語気を強める」
働きではなく、「文を相手に認識させる」働きととらえるべきである。また、中国で学習す
る学習者は「よ」を用いないことで、談話の応答がぎごちないものになることがあった。
応答ペアだけでなく、談話という視点からの指導も必要になると思われる。
　最後に、中国で出版された教科書の文法解説をもとにどのように終助詞「よ」が提出さ
れているか考察を行った。結果、運用能力を高めるためには、さまざまな問題点があり、
記述が不足していることを指摘した。
　以上のように、本稿では終助詞「よ」に対応する中国語表現との対照を試みてきた。し
かし、終助詞は、イントネーションにより用いられる場面も異なる。今後は、音声面から
の考察も必要があると感じている。また、学習者の習得状況については、今回はアンケー
トのみであるので、学習者の使用意識をより詳細に知るためには、発話時の状況をどのよ
うにとらえたかを調査する必要があると考えている。
注
1本稿では、方言による差を考えず、広く中国語すなわち、普通話を母語とする学習者ととらえる。
2文末に接続し、話し手の気持、態度を表すとされる助詞は、「語気詞」および「語気助詞」と呼ば
　れる。中国語文法では、二つとも用いられ、研究者により用いられる言葉が異なる。本稿では、「語
気」を表す「助詞」として「語気助詞」を採用し、「語気副詞」などと区別する。
3　『中日交流　標準日本語自学教程』（1995　大連出版社）、『新編　日語』（1997　吉林教育出版社）。
4益岡（1991）で提唱されているもので、聞き手に対する話し手の文伝達の態度を表すモダリティの
　ことである。
5　「感情表出語気」は、周囲の事物或いは相手の話の内容によって引き起こされたある種の感情を表
　す。例えば、賛嘆、驚き、言牙り、不満など。「態度表出語気」は、自分の発話内容に対する態度を表
中国語母語話者の終助詞「よ」の運用に関する問題点
　す。例えば肯定、非肯定、強調、娩曲など。「気持表出語気」は相手にある情報を伝達することを表
　す。例えば、依頼、命令、質問、詰問、呼びかけ、応答承諾など。
6ここでは、川口（1996ほか）により提唱された、「文脈化」の概念を参考に、文脈の提示を行なう。
7ここでの用例の抽出は、1中日対訳コーパス』（北京日本学研究センター2002）による。各例の文末
　に（）で小説名を記す。以下、同様。
8山田（2005）による。語気助詞の使用は任意であることから、比率は求めていないものの、小説上
　の「よ」の対訳を、語気助詞を使って表したものは、3割程度に過ぎなかった。
9語気助詞「咽」は、接続した前の語の音により、表記が「町」や「呵」に変化する。
10ﾘ村・森山（1992）では、「噺」は「命題が真であることを話し手自身が確とした上で、なお聞き手
　にも同様の認定を積極的に求めることを示す」としている。
Ilｲ査対象者の日本語学習歴は、2年半から10年。
12アンケート結果の詳細は、すべて山田（2005）を参照。
13回答を見ると、アスペクトの表し方など終助詞の使用以外の問題が相当数存在するが、ここでは、
　終助詞の使用だけに焦点をあててみていくこととする。
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